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知事の政治理念について

 知事がめざす新しい石川県政、石川新時代におい
て、県政のどういった部分をどのように変えたいの
か。また、継承・発展させたいと考えている「石川
の個性・魅力・基盤」とは、どのようなものを指し
ているのか。

Ａ.石川県の豊かな文化の土壌、高い技術力を有する進
取の気性に富んだ企業や高等教育機関の集積、すばらし
い自然環境といった強みをさらに伸ばし、陸海空の交流
基盤を一層活用し、健やかに安心して暮らすことのでき
る幸福度日本一の石川県を実現したいと考えている。

  幸福度日本一の石川県を作るには、「人を創る人
づくり」を県政の最優先課題とすべきと考えるが
どうか。

Ａ.政策集に掲げた「人を創る人づくり」については、教育
の充実、高等教育機関との連携、移住、定住の促進など

を盛り込んだものであり、県政各分野の中でも大変重要
な課題の一つであるとの認識を持ち、取り組んでまいり
たい。

     「子ども・家庭をまもる」政策について

 子育てに係る経済的負担の軽減など、子ども・子
育て支援策の一層の充実が必要と考えるが、所
見を聞く。

Ａ.きめ細かく対応していくことが重要と考えており、今後
とも県全体の子育て支援策の充実のため、市町と緊密に
連携し取り組んでいきたい。

 ワンオペ育児ゼロ社会の実現に向けた、特に男
性の育休取得支援の具体策を聞く。

Ａ.石川労働局と連携し、男性の育休取得を進めるメリッ
トや先進企業の事例を紹介するセミナー、県民向けに父
親になる心構えや育児休業取得の有益性を学ぶセミナー
を開催し、男性の子育てへの参画が一層促進されるよう、
しっかり取り組みたい。

 乳幼児医療費助成制度の拡大を、どのように市
町独自の子ども・子育て支援策の充実につなげ
るのか。

Ａ.令和5年度から乳幼児医療費助成制度を拡充する方
針とし、市町の財政負担を軽減しつつ、各市町においてそ
の財源を活用し、住民ニーズに応じた子育て支援策のさ
らなる充実を図っていただきたいと考えている。

  スポーツによる価値づくりについて

 県スポーツ協会会長として、県下のスポーツ普及に
向けた思いを聞く。 

Ａ.今般の6月補正予算案にスポーツの競技力向上と裾
野拡大の両面において新たな施策を盛り込んだところで
ある。今後とも、県と県スポーツ協会が一体となって本県
スポーツのさらなる普及・振興にしっかり取り組みたい。

 犀川自転車道について、必要箇所の修繕や距離
表示サインの設置など、環境整備を進める考え
はないか。

Ａ.距離表示のサインについては、老朽化により撤去し更
新していない箇所もあることから再整備を行う。今後とも、
利用者の方々の声を伺いながら環境整備に努めてまいり
たい。

　
保健所等の負担軽減と
機能強化について

 保健所職員等の負担軽減に向け、取り組みを強化
すべきと考えるが、具体策を聞く。

Ａ.これまでも電話相談対応や自宅療養者へのパルスオ
キシメーター配送など、民間委託を進めてきた。今後とも
民間委託を含め保健所の業務負担軽減に努め、感染症
対策にしっかりと取り組んでいく。

 保健所等職員の尽力に報いるため、新型コロナ
ウイルス感染症対策応援基金の使途を拡大すべ
きと考えるが、所見を聞く。

Ａ.多くの寄附者から「医療従事者の支援に活用してほし
い」との意向をいただいており、保健所職員の支援への
活用については慎重に検討する必要があると考えている。

 
 地域公共交通のSDGsについて

 県においても早急に法定協議会を設置し、県全
体の広域的な地域公共交通計画を策定する必
要があると考えるが、所見を聞く。

Ａ.県内では10市町が策定済みで、さらに3市町及び石川
中央都市圏が今年度中の策定を予定しており、県として
はまず計画未策定の市町に対し策定を働きかけたい。

 新県立図書館への公共交通でのアクセス向上に
向けた、バス事業者や金沢市との協議の状況を
聞く。

Ａ.金沢市が運営するふらっとバス菊川ルートの路線延
長については、既に路線バスが運行されていることから
課題もあるが、引き続き協議していきたい。また、バス事
業者が運営する路線バスについては、さらなる利便性の
向上のため、バスを直接新図書館まで乗り入れていただ
けるよう要請しているところであり、バス事業者において
は前向きに検討されていると伺っている。

　令和4年6月7日の県議会一般質問において、
初当選以来、13回連続で議場での発言の機会
をいただき、馳知事が知事選挙で掲げた政策に
関することを中心に、「保健所等の負担軽減と
機能強化」などの5点について、発言させていた
だきました。
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県議会一般質問

馳知事就任後、初の県議会で質問に臨む
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［ 解決事例 ］

通学路の危険な階段を修繕
　小立野小学校の保護者の方から、「通学
路になっている鶯坂で、階段の段鼻タイル
が何箇所も剥離しており、その他の部分も
ぐらついている箇所が多い。子どもたちが
通行する際、危険で困っている」とのご連絡
をいただきました。
　小立野小学校の校長先生とも相談させ
ていただき、金沢市役所に住民の声を届け
たところ、現場を確認のうえ、修繕していた
だきました。
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県議会一般質問の録画映像を
こちらで視聴することが可能です。
ぜひご覧ください。

地域で
お困りのこと、
お気軽に

ご連絡ください！

お住まいの地域で困ったことはございませんか？

対策前 対策後


